


























 方法は、宮崎学園短期大学保育科 2 年生「保育内容『健康』の指導法」の受講者 186 名を対象に、
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育総合研究所の第 5 回幼児の生活アンケートレポートによると、あらゆる項目で通過率が減少してい
る。例えば、「おはしを使って食事をする」という項目おいて、4 歳児は 2005 年度調査では 83.7％、
2010 年度調査では 81.9％、2015 年度調査では 72.1％という通過率であった。また、「オムツをしな



















 宮崎学園短期大学保育科 2 年生「保育内容『健康』の指導法」の受講者 186 名を対象に、令和 2 年
4 月から 9 月にかけて「保育内容『健康』の指導法」の受講前、15 回受講後、幼稚園教育実習実施後
の 3 回、幼児の基本的生活習慣についての記述式アンケート調査を行った。質問項目は下記の通りで
ある（表 1 参照）。 
 
表 1 アンケート調査項目 






















問 4 また、どのような対策をしていきたいですか。 





問 2 1 に関して感じたこと、気付いたことは何ですか。 




問 5 課題だと感じた理由を教えてください。 
問 6 その課題に対して、保育者としてどのような対応、対策をしていきたいですか。 
 
 本研究では、各回における保育学生の幼児の基本的生活習慣に対する意識の変化に注目するため、























表 2 第 1 回目アンケート 
出現単語の順位とスコア 
 第 1 回目 
順位 単語 スコア 
1 排泄 415.11 
2 着脱 199.04 
3 清潔 124.23 
4 食事 122.05 
5 好き嫌い 104.56 
6 睡眠 103.99 
7 衣服 50.72 
8 着衣 38.77 
9 オムツ 30.38 
10 手洗い 24.78 
 
 




















































 第 1 回目の結果と比べると、それぞれの基本的生活習慣を生活の中のものとして捉えている。共起
ネットワークについても、第 1 回目より単語がまとまって繋がっていることが分かる。基本的生活習
慣は、家庭生活、園生活を通して全て繋がっていると感じていると推測される。 
表 3 第 2 回目アンケート 
出現単語の順位とスコア 
 第 2 回目 
順位 単語 スコア 
1 子ども 208.85 
2 運動不足 94.34 
3 リズム 93.78 
4 共働き 88.81 
5 睡眠不足 72.06 
6 朝食 55.38 
7 生活 55.11 
8 捉える 54.92 
9 生活習慣 51.80 
10 食事 41.68 
 
 
図 2 第 2 回目アンケート共起ネットワーク 
 


























表 4 第 3 回目アンケート 
出現単語の順位とスコア 
 第 3 回目 
順位 単語 スコア 
1 排泄 33.69 
2 掛け 18.58 
3 食事 8.18 
4 子ども 7.66 
5 歳児 6.35 
6 好き嫌い 5.90 
7 給食 5.36 
8 手洗い 3.89 
9 援助 3.77 
10 歯磨き 3.50 
 
 











表 5 基本的生活習慣についての保育学生の意識・課題の変化 
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